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視
点
・
論
点
③

戦
時
・
平
時
の
区
別
な
く
す
２
０
１
０
防
衛
大
綱	

山
口　
響

　

一
二
月
一
七
日
、政
府
は
、「
平
成
二
三
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
」（
以
下
、

「
10
大
綱
」）
を
閣
議
決
定
し
た
。
今
回
の
大
綱
は
、「
平
成
一
七
年
度
以
降
に
係
る
防

衛
計
画
の
大
綱
」（
以
下
、「
04
大
綱
」）
以
来
、六
年
ぶ
り
の
改
定
と
な
る
。
以
下
で
は
、

04
大
綱
と
比
較
し
な
が
ら
、
10
大
綱
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

①
「
動
的
防
衛
力
」

　

日
本
の
防
衛
は
、
一
九
七
六
年
の
初
の
防
衛
大
綱
以
来
、「
基
盤
的
防
衛
力
」
を
そ

の
根
本
思
想
と
し
て
き
た
。
仮
想
敵
国
の
脅
威
に
応
じ
て
こ
ち
ら
も
防
衛
力
を
拡
張
す

る
の
で
は
な
く
、
相
手
方
の
小
規
模
な
侵
攻
に
対
処
で
き
る
程
度
の
防
衛
力
に
と
ど
め

る
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

　

今
回
、
こ
の
「
基
盤
的
防
衛
力
」
に
代
わ
っ
て
、「
動
的
防
衛
力
」
と
い
う
新
し
い

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
大
綱
自
身
は
、「
即
応
性
、
機
動
性
、
柔
軟
性
、
持
続
性
及
び

多
目
的
性
を
備
え
、
軍
事
技
術
水
準
の
動
向
を
踏
ま
え
た
高
度
な
技
術
力
と
情
報
能
力

に
支
え
ら
れ
た
動
的
防
衛
力
」
と
説
明
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
04
大
綱
に
も
「
即
応

性
、
機
動
性
、
柔
軟
性
お
よ
び
多
目
的
性
」
と
い
う
ほ
ぼ
似
た
フ
レ
ー
ズ
が
が
出
て
く

る
の
で
、「
動
的
防
衛
力
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
10
大
綱
の
記
述
を
も
う

少
し
見
て
お
こ
う
。「
軍
事
科
学
技
術
の
飛
躍
的
な
発
展
に
伴
い
、
兆
候
が
現
れ
て
か

ら
各
種
事
態
が
発
生
す
る
ま
で
の
時
間
が
短
縮
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

事
態
に
迅
速
か
つ
シ
ー
ム
レ
ス
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
即
応
性
を
始
め
と
す
る
総
合

的
な
部
隊
運
用
能
力
が
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
防
衛
力
を
単
に
保
持
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
平
素
か
ら
情
報
収
集
・
警
戒
監
視
・
偵
察
活
動
を
含
む
適
時
・
適

切
な
運
用
を
行
い
、
我
が
国
の
意
思
と
高
い
防
衛
能
力
を
明
示
し
て
お
く
こ
と
が
、
我

が
国
周
辺
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
抑
止
力
の
信
頼
性
を
高
め
る
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
き
て
い
る
」。

　

要
す
る
に
、
多
様
な
事
態
に
緊
急
に
対
処
す
る
に
は
、
平
時
か
ら
の
活
動
が
重
要
、

と
主
張
し
た
い
の
だ
。
平
時
と
有
事
の
区
別
を
な
く
し
て
い
く
思
想
だ
と
言
え
よ
う
。

②
グ
ロ
ー
バ
ル
安
全
保
障
へ
の
関
与

　

04
大
綱
は
日
本
の
安
全
保
障
の
目
標
と
し
て
、「
我
が
国
に
直
接
脅
威
が
及
ぶ
こ
と

の
防
止
」
と
「
国
際
的
な
安
全
保
障
環
境
の
改
善
」
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
た
。
そ
れ
に

対
し
、
10
大
綱
は
、「
我
が
国
に
直
接
脅
威
が
及
ぶ
こ
と
の
防
止
」、「
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
安
全
保
障
環
境
の
一
層
の
安
定
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
安
全
保
障
環
境
の
改
善
に

よ
り
脅
威
の
発
生
を
予
防
」
に
加
え
て
、「
世
界
の
平
和
と
安
定
及
び
人
間
の
安
全
保

障
の
確
保
に
貢
献
」
と
い
う
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
。
04
大
綱
か
ら
の
六
年
間
で
起
こ
っ

た
主
な
動
き
は
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
、
ソ
マ
リ
ア
沖
の
海
賊
対
処
で
あ
り
、
そ
の

法
的
裏
づ
け
と
し
て
、
国
際
平
和
強
力
を
本
来
任
務
に
格
上
げ
し
た
二
〇
〇
六
年
の
自

衛
隊
法
の
改
正
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
現
実
が
10
大
綱
の
背
景
に
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
別
の
面
か
ら
見
る
と
、
日
米
関
係
だ
け
で
日
本
の
防
衛
を
語
る
こ
と
が
も

は
や
無
効
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
10
大
綱
が
、韓
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
協
力
強
化
を
う
た
っ
て
い
る
こ
と
に
そ
れ
は
表
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参

加
五
原
則
の
見
直
し
に
も
言
及
さ
れ
た
。
防
衛
装
備
品
の
国
際
共
同
開
発
・
生
産
へ
の

参
加
を
検
討
、
と
い
う
内
容
に
つ
い
て
も
、
日
本
防
衛
産
業
の
斜
陽
化
と
い
う
要
因
と

は
別
の
軸
と
し
て
、
軍
隊
の
多
国
間
協
力
の
深
化
と
い
う
方
向
も
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

最
後
に
一
言
だ
け
。（
と
く
に
右
派
の
）
メ
デ
ィ
ア
は
、
南
西
諸
島
へ
の
防
衛
力
配

備
強
化
を
明
記
し
た
10
大
綱
を
「
対
中
国
シ
フ
ト
」
と
み
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
う

面
も
な
く
は
な
い
が
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と「
希
望
的
誤
読
」で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
し
か
に
中
国
は「
地
域
・
国
際
社
会
の
懸
念
事
項
」と
書
か
れ
て
い
る
が
、同
時
に
、「
大

国
と
し
て
成
長
を
続
け
る
中
国
は
、
世
界
と
地
域
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
つ

つ
あ
る
」
と
の
記
述
も
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
政
府
も
米
国
政
府
も
、
軍
隊
の
組
織
維
持

の
た
め
に
、
世
論
を
満
足
さ
せ
る
程
度
に
「
中
国
の
脅
威
」
を
あ
お
り
つ
つ
、
長
期
的

に
は
、
中
国
を
大
国
の
一
員
と
し
て
国
際
社
会
の
枠
組
み
に
巻
き
込
む
戦
略
に
移
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　
　
（
や
ま
ぐ
ち　

ひ
び
き
／
ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
）




